
 

企画提案書作成に当たっての留意事項 
 

企画提案書については、下記に留意の上、作成すること。 

注１）枚数制限なし。（但し、ポイントを押さえて簡潔に記載すること。） 

注２）必要な場合には補足説明資料を添付すること。 

１． 提案する具体的な内容 

（１）詳細 

ア みやざきＤＸさきがけプロジェクト推進セミナー 
※ ７回のセミナーにおいて、具体的にどのような内容を実施するのか記載し、全体を通して何を

学ぶのか、どのような方法で実施するのか、など具体的に記載すること。 

※ セミナー登壇企業の候補を提示すること。 

※ どのように周知、集客などを実施するのか、具体的に記載すること。 

 ※ 令和７年２月までに完了するスケジュールとしていることから、計画的な記載とすること。 

 

 イ ＤＸ塾の開催 

※ どのように集客を行うのか、どこに声掛けを行うのか、どのような形で開催するのかなど、具

体的に記載すること。 

※ 塾生が自社のＤＸプランを作成することが最終目的であることを踏まえ、Ｄ（デジタル技術的

な話）、Ｘ（業務変革の話）のそれぞれの要素を学習する内容となるために、何をどのように学

び、終了後の姿がどうなるべきなのか等、具体的に記載すること。 

※ ＤＸ塾を引っ張る立場である「塾長」については、実績や経歴などを記載し、どのような役 

割・立場を担うのかなど具体的に記載すること。 

  ※ ＤＸを核とした新たなネットワーク、新たな交流の輪の形成も目的としていることから、どの 

ような工夫をするのか、記載すること。 

※ 令和７年２月までに完了するスケジュールとしていることから、計画的な記載とすること。 

   

 ウ 先進地視察等 

※ 先進地視察はどこを想定しているか、そこで何を体験等するのかなど具体的に記載すること。 

※ ＤＸ塾開講後、速やかに実施・完了するスケジュールとしていることから、計画的な記載とす

ること。 

 

 エ デジタル活用事例集の作成 

※ 県が作成している活用事例集について、最新情報にリバイス等を行うため、具体的な進め方や

何を盛り込むのか、何件どの分野に追加するかなど、具体的に記載すること。 

 

オ 過去のＤＸ塾卒塾生に対するフォローアップ 

※ 令和４年度、令和５年度の卒塾生に対する現状確認、課題の整理、「産業ＤＸサポートセンタ

ー」と連携した個別アドバイス、報告会の開催についての具体的な方法について記載すること。 

 

カ 本県産業のデジタル化、ＤＸの今後の展望について 

※ 令和４年度からの実績を定量的、定性的に分析・評価するとともに、他県等の事例調査を踏ま

えた今後のＤＸ施策についての提案等について、具体的な方法等を記載すること。 

 

 キ その他 

※ 事業内容について補足があれば記載すること 

※ 上記「１．事業の具体的な内容ア～キ」以外で、提案したい内容があれば、 

ここに記載すること。 

 

２．達成目標 

※ 委託事業において、達成すべき目標などを定性的、定量的に可能な限り明確に記載すること。 

 

［別紙］ 


